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日本語とトルコ語の二人称代名詞の省略について 
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0. はじめに 
日本語やトルコ語1では人称代名詞が主語となるとき、特に一人称・二人称で代名詞が明
示されないという傾向がある。トルコ語については述語の人称接辞によって基本的に主語
が明示されるためである。本稿では、命令文や平叙文で現れにくいと考えられる二人称を
主語とするときの省略・非省略の条件を、トルコ語で書かれた小説とその日本語訳を対照
して調べ、考察する。なお本稿では第 2 節で扱った畠 (1980)、甲斐 (1993)に従い、文中で
主語などになる人称代名詞が明示されないことを「省略」という語で表現している。しか
し日本語で「A しながら B した」という場合、動詞 A と B の主語は同じでなければなら
ず、トルコ語でも副動詞の主語が主動詞の主語と同じでなければならないものがある。こ
れらの場合は必ずしも「省略」であるとは言えないという問題がある。 
本稿は紙面の都合上、従属節のみ扱う。グロスと例文番号、英語文献の訳は筆者による。 
 
1. トルコ語の人称表示について 
トルコ語の人称接辞を表 1a・1b に示す。林 (1989)は、表 1a、1b のどちらが現れるかは
時制・アスペクト成分によって決まっていると説明している。 
 
表 1a: トルコ語の人称接辞①                表 1b: トルコ語の人称接辞② 
                                                        
(林 1989: 1389 をもとに筆者が作成) 
林 (1989)は、両者の違いとして①が現れるときにはアクセントは語尾に移らないが、
②が現れるときはアクセントが語尾に移るというものがあると説明している。また、
三人称複数については、複数を示す接尾辞-lEr を使うこともあるとも述べている。 
                                                        
1 チュルク系諸語の一つ。トルコ共和国を初め、ギリシャ東部、ブルガリア等にも話者がいるため東部と 
西部の方言差が大きい。本稿では共通語として用いられるイスタンブル方言について取り扱う。 
2 トルコ語には母音調和があるため、格接尾辞および人称接辞は直前の母音に従って-e/a もしくは-i/ü/ı/u
と変化する。以下、それぞれ-E、-I で示す。 
3 語幹末音が母音のとき介入子音として y が現れる。以下形態素のみで示す場合の介入子音は( )で示す。 
  Sg Pl 
1 -m -k 
2 -n -nIz2 
3 Ø Ø 
 Sg Pl 
1 -(y)Im3 -(y)Iz 
2 -sIn -sInIz 
3 Ø Ø 
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2. 先行研究 
 卒業論文では日本語についての研究として畠 (1980)、野田 (1991)、甲斐 (1993)を、トル
コ語についての研究として Erguvanlı-Taylan (1986)、Kornfilt (1997)を取り扱ったが、本稿で
は紙面の都合上、野田 (1991)と Erguvanlı-Taylan (1986)を中心に取り上げる。畠 (1980)は、
主題の省略と、会話中の一人称および二人称の省略について述べている。甲斐 (1993)も談
話における要素、特に主題の省略について、マンガを例に研究、考察している。野田 (1991)
は明示されていない主語を判定する手がかりについて、Erguvanlı-Taylan (1986)、Kornfilt  
(1997)では人称代名詞が主語となる場合について述べられている。 
 
2.1.野田 (1991) 
 野田 (1991)は、日本語では代名詞による主語がなくても述語の形で主語が分かることが
多いと述べ、明示されていない主語を判定する手がかりとして次のようなものをあげてい
る。 
 
A 文の種類(平叙文、疑問文、命令文など) 
B 内面表現・外面表現(「～たい」、「思う」など) 
C 方向性のある表現(「～くれる」、「～てくる」など) 
D 敬語表現(「めしあがる」、「うかがう」など) 
E 主文と従属節の主語の一致 
F 連続する 2 文の主語の一致        
                       (野田 1991: 182 記号は筆者による) 
 Aから C については、主語に二人称がとれるものとしてさらに以下のような条件がつく。 
 
A’ 疑問文、命令文 
B’ 内面表現についての疑問文 
C’ 「(一人称に)～くれる」、「(三人称に)～あげる」、「(三人称に)～もらう」 
(野田 1991: 164-179 を筆者が要約) 
 なお A’ についても、平叙文でも、聞き手より話し手の方がよくわかっていることを述
べる場合や相手に同意を求める場合は二人称を主語とすることがあると述べられている。 
 野田 (1991)では、これらの手がかりのうち 1 つでもあてはまれば成り立つものなのか、
それとも複数にあてはまって初めて成り立つものなのかは明示されてない。 
 
2.2. Erguvanlı-Taylan (1986) 
 Erguvanlı-Taylan (1986)は、トルコ語では主語の一致(subject agreement)は動詞の要素
(element)である人称接辞によって示されるため、人称代名詞の使用は随意(optional)である
と述べ、特に人称代名詞が強調や対比の意味を持たない場合には人称代名詞を用いない表
現が好まれるとしている。しかし、対比あるいは強調を示す場合や人称代名詞が新情報を
示すとき、人称代名詞の使用は義務的(obligatory)であるとしている。 
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Erguvanlı-Taylan (1986)は所有を示すときも、所有者の人称が所有接辞(possessive suffixes)
で表されるので省略できるとしている。トルコ語の所有接辞は以下の表 2 の通りである。 
 
表 2: トルコ語の所属人称接辞 
  1sg 1pl 2sg 2pl 3 
母音 -m -mIz -n -nIz -sI 語幹末音 
子音 -Im -ImIz -In -InIz -I 
(林 1989: 1389 をもとに筆者が作成) 
トルコ語では埋め込み文も名詞化した形で表されることを述べた上で、この場合も強調
や対比を示すものでなければ、属格で表される代名詞主語が省略されうるとしている。(1)
はその例であり、b.は a.に対して人称 siz が使われていないが、意味はほとんど変わらな
い。 
 
(1)a. Ben  [siz -in           Erol-’un        parti- si-n- e                   git-tiğ - iniz -i ]   bil-iyor- um . 
   私     あなた方-Gen  エロール-Gen  パーティー -3sg- E-Dat     行く-Ptcp-2pl- Acc.  知る- Pres :Prog-1sg  
b. Ben ø Erol’un partisine gittiğinizi biliyorum. 
  「私はあなた方がエロールのパーティーへ行ったことを知っている」 
(Erguvanlı-Taylan 1986: 210-212 [ ]も Erguvanlı-Taylan による) 
3. 仮説と検証方法 
 第 2 節でとりあげた先行研究をもとに、A. 日本語・トルコ語ともに二人称を主語とする
文では、主語が明示されず、その割合は特に命令文で高い。B. 日本語では主節と従属節の
主語がともに二人称の場合、従属節の主語は省略される。C. トルコ語では、従属節が名詞
化した形で示されるとき、その主語は省略される、という仮説を立てた。 
検証方法として、トルコ語で書かれた文学作品から二人称を示す人称代名詞および人称
接辞が含まれている部分を抜き出し、相当する日本語訳を調べるという方法を用いた。こ
れによって、トルコ語の文のうち、代名詞と人称接辞によって主語が判断されているもの
と人称接辞のみによって主語が判断されるものが、それぞれどのように日本語に訳されて
いるかが分かる。また、代名詞が明示される傾向について、文の種類によって差があるか
どうかも判断できると予測できる。 
 
調査には以下のものを使用した。 
 
・竹内和夫・勝田茂訳『40 人の兄弟』 
・ 土屋順一訳『トルコ民話選』 
・ オルハン・パムク作 『わたしの名は紅あか』 
 
 以降、『40 人』、『民話』、『紅』と略記する。なお、『わたしの名は紅』は全 59 章あるが、 
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今回の調査では第 20 章までを対象とした。 
 
4. 調査結果 
 卒業論文では主節と従属節に分けて調べたが、本稿では従属節のうちの副詞節のみを取
り上げる。 
今回の調査では副詞節と名詞節を取り扱い、形容詞節を取り扱わなかった。その際、動
詞語幹に、副動詞を用いて副詞的に使われている節と、形動詞に後置詞のついた表現(後述)
を用いて副詞として用いられている節を副詞節として判断し、動詞語幹に形動詞を用いて
名詞的に使われている節を名詞節と判断した。 
表 3 は、動詞語幹に接続して副動詞となるもののうち、今回の調査で用例が見つかった
ものである。勝田 (1986)では、表の副動詞 a はその主語が主文の主語と同一でなければな
らないものであり、副動詞 b はその主語と主文の主語と同一であっても異なってもよいも
のであると説明されている。副動詞 b’ の-sE は副動詞 b のうち、人称接辞を接続して主語
を示すことができるものである。以降、特に断らないときは副動詞 b の中に含める。 
 
表 3: トルコ語の副動詞 
  接尾辞 意味 
-(y)Ip ～して 副動詞 a 
-(y)ErEk ～して、～しながら 
-(y)IncE ～すると、～したときに 副動詞 b 
-(y)ken[iken] ～しているときに 
副動詞 b' sE もし～なら 
(勝田 1986: 148-153 をもとに筆者が作成) 
 動詞語幹に接続して名詞となる形動詞には 8 種類あるが、このうち所属人称接辞を接続
することでその主語を判断できるもので、「～する／した／するであろうこと」に相当する
部分を名詞節と判断した。このうち今回の調査で見つかった、-DIk という形動詞に後置詞
のついた 4 つの表現、すなわち a. -DIğI gibi (～のように)、b. -DIğI için (～するために、～
したために)、c. -DIğIndEn beri (～して以来)、d. -DIktEn sonar (～したあとに)を副詞節とし
て分類した。このうち、a. b. c. は-DIk に所属人称接辞を接続することで人称を示す。 
以下、4.1.では副詞節、4.2.では名詞節の概要を述べ、4.3.でまとめる。割合については、
その従属節全体に占める割合を、小数第 2 位以下を四捨五入して少数第 1 位までを示す。 
 
4.1. 副詞節 
 二人称を主語とする従属節のうち、副詞節は 89 例あった。これを主節の主語で分けて示
したものが次の表 4 である。表の S=2 は主節の主語が二人称であるものを、S≠2 は主節の
主語が一人称または三人称であるものを示す。 
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表 4: 副詞節における省略・非省略 
 S=2 S≠2 計 
トルコ語 日本語    
省略 44 27 71 省略 
非省略 1 4 5 
省略 0 0 0 非省略 
非省略 2 11 13 
計 47 42 89 
 
副詞節 89 例のうち副動詞 a、すなわち主文の主語と同一でなければならないものは 27
例(30.3%)であった。これらは従属節の主語が省略されて当然のものである。27 例中-(y)Ip
が 25 例、-ErEk が 2 例であった。残りの 62 例は副動詞 b と形動詞-DIk に後置詞がついた
表現であった。以下、この 62 例について見ていく。 
トルコ語と日本語訳のどちらでも主語が省略されている例は 44 例(49.4%)であった。こ
のうち主節の主語も二人称であるのが 18 例、一人称または三人称であるのが 26 例であっ
た。 
 トルコ語と日本語のどちらでも主語が明示されている例は 13 例(14.6%)であった。この
うち仮説と異なり、主節の主語も二人称であるものが 2 例あり、どちらも強調のために主
語を明示していると考えられる例であった。 
主節の主語と副詞節の主語が異なる場合、11 例(12.4%)で日本語・トルコ語ともに主語が
明示されていた。このうち、強調あるいは対比以外の理由で主語が明示されているものの
例として次の(2)がある。 
 
(2) Sen  git-tiğ-in-den                  beri    çok       şey   ol-du. 
   あなた 行く-Ptcp-2sg- Abl       Post       たくさんの  物事   ある-Past. 
 「あなたが去られてから、色々なことがありました」 
(『紅』) 
 この例では主語の sen および「あなた」を明示しないと誰が去ったあとなのかよくわか
らない。特にトルコ語では、 sen がおかれていない場合、次のような解釈も可能である。 
 
(2)’ git-tiğ-i-n-den          beri 
  行く-Ptcp-3sg-E-Abl   Post.  「あの人が去ってから」 
  
従って、主語が誰であるかはっきりさせるために主語が表示されていると考えられる。 
 トルコ語で主語が省略されているのに日本語に訳出されている例は主節の主語が二人称
のもので 1 例(1.1%)あった。(3)はその例である。 
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(3)  O-n-dan          daha    iyi  nakkaş-sa-nız          el –de    ed-in         ben-i . 
  あの人-E- Abl. さらに  良い    細密画家-Subj-2pl   手-Loc  する- Imper-2pl  私-Acc 
  「あなたがもし彼よりもいい細密画師なら、わたしを手に入れてごらんなさい」 
(『紅』) 
 この例は対比のために主語が明示されている例だと考えられる。トルコ語では人称接辞
があるために主語が分かり、主語が省略されているが、日本語では「あなた」と主語を訳
出することによって、何と何を対比しているのか、よりはっきり分かる。主節の主語が二
人称以外のものでは 4 例(4.5%)あった。(4)はその例である。 
 
(4) Rüya-nız-da    kim - i  gör-ür-se-niz         siz-i             o-n-a            ver-eceğ-im 
    夢-2pl- Loc      誰-Acc     見る-Aor-Subj- 2pl.  あなた方-Acc  その人-E-Dat   与える-Fut-1sg 
 「夢の中でお前たちがどんな人物を見ようとも、わしはその者にお前たちを嫁がせるつもりだから」 
(『民話』) 
 (4)は主節と従属節の主語が異なることを示すために主語がおかれていると考えられる。 
 トルコ語では主語がおかれているのに日本語では省略されている例は、今回の調査では
見つからなかった。よって、トルコ語の方が日本語より主語を判断しやすいと考えられる。
特に-sE や-DIk に後置詞を用いた表現は人称接辞によって主語が分かるために主語が省略
されていると推測できる。 
 
4.2. 名詞節の概要 
 二人称を主語とする名詞節は 40 例あった。そのうち主節の主語も二人称であるものは
12 例、二人称以外のものは 28 例であった。 
名詞節の中で日本語・トルコ語ともに主語が省略されていたのは 28 例(70%)で、そのう
ち主節の主語も二人称であるものが10例(25%)、二人称以外のものは18例(45%)であった。
それに対して主語がどちらの言語でも明示されているのは、主節の主語が一人称もしくは
三人称の例のみ、6 例(15%)見られた。 
 トルコ語で主語が省略されているのに日本語では訳出されている例は 6 例(15%)あり、主
節の主語も二人称である例は 2 例(5%)、主節の主語が二人称ではないものは 4 例(10%)見ら
れた。 
副詞節と同じく、トルコ語では主語がおかれているのに日本語では訳出されていない例
は今回の調査では見当たらなかった。所属人称接辞で名詞節の主語が分かるトルコ語に比
べ、日本語では、特に主節の主語と異なる場合、主語を明示しないと誰についてのコメン
トだか明確にはわからないことがあるからだと考えられる。 
 
4.3. まとめ 
 従属節の主語は、Erguvanlı-Taylan (1986)や野田 (1991)で指摘されているように、多くの
場合省略されていた。特に、主節・従属節ともに二人称を主語とする場合はほとんど主語
代名詞がおかれていない。特に、人称接辞から主語が判定できる-sE や、-DIk に後置詞を 
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伴った表現の場合はこの傾向が強い。主節と従属節の主語が異なる場合も、トルコ語では
所属人称接辞から従属節の主語が判定できる名詞節、人称接辞から主語が判定できる-sE、
-DIk に後置詞を伴った表現では主語が省略されることが多かった。 
従属節で主語が明示されている場合、(3)で示した対比の例や強調の例もあるが、主節・
従属節それぞれの主語を明らかにする目的のものや、(2)のように、主語を明示しないと意
味が変わってくる例もあった。 
 
5. 考察 
卒業論文では仮説の検証のほか、主語が明示される場合についての考察を行ったが、本
稿では紙面の都合上、仮説 B. と C. の検証について述べる。 
仮説 B. について、日本語では主節・従属節の主語がともに二人称の場合、従属節の主
語は省略されることが多かった。 
副詞節で主節の主語も二人称をとるものは 48 例で、日本語では 45 例において従属節の
主語は省略されていた。副詞節と名詞節をあわせると、主節・従属節ともに主語が二人称
の場合、60 例中 55 例で主語が省略されていることになる。主節の主語が二人称でない場
合、副詞節と名詞節をあわせた 69 例のうち、主語が省略されているものは 44 例であった。
従って、主節と従属節の主語がともに二人称である場合、主節の主語が一人称または三人
称のときに比べて、主語が省略される割合がより高いことが分かる。 
 なんらかの形で主語が明示されている 5 例は、強調と考えられる例が 2 例、対比と考え
られる例が 1 例であり、残りの 2 例は強調とも対比とも判断がつかない例であった。 
仮説 C.については、トルコ語の名詞節では主語が省略される例が多く見られた。 
名詞節では、主節と従属節の主語がともに二人称の場合 12 例はそのすべてで、主節の主
語が一人称もしくは三人称の場合は 28 例中 22 例で主語が省略されていた。名詞節全体で
は 40 例中 34 例で主語が明示されていないことになる。 
 副詞節では主節の主語も二人称のものは 48 例中 46 例で主語が省略されていた。主節の
主語が一人称または三人称の場合、41 例中 30 例で主語省略されており、副詞節全体では
89 例中 76 例で主語が明示されていないことになる。 
 副詞節と名詞節を、主節の主語が二人称のものと一人称または三人称のものに分けて比
べてみると、名詞節の方が主語を省略する傾向が強いことが分かる。この理由として名詞
節は所属人称接辞で主語が分かるためだと考えられる。 
 
6. 終わりに 
 調査を通して、人称代名詞が主語となる場合は代名詞が明示されないことが非常に多い
ということがわかった。人称代名詞の主語は述語の形式で分かるために省略されているの
ではなく、理由がない限り明示されないと考える方が自然である。主語が明示される理由
は対比や強調のほか、主節の主語と従属節の主語が違う場合、その違いを明確にするため
といったものが考えられる。また紙面の都合で省略したが、日本語の場合はコピュラ文で
も主語が明示される例が多かった。 
高岡 望結 
 
- 124 - 
 
 今回取り扱ったのはトルコ語の小説とその日本語訳であるため、日本語訳はトルコ語の
原文に沿って翻訳されているのが基本だと思われる。さらに正確に調べるためには、ほか
の方法をとる必要性がある。 
 主語が明示される理由には、まだ疑問が残るところがあったので、今後の課題としたい。 
 
 
 
 
 
 
略語一覧 
1: 1st person 
2: 2nd person 
Abl: Ablative 
Acc: Accusative 
Aor: Aorist 
Dat: Dative 
E: Epenthetic consonant 
Gen: Genitive 
Imper: Imperative 
Loc: Locative 
pl: plural 
Post: Postposition 
Pres: Present 
Prog: Progressive 
Ptcp: Participle 
S: Subject 
sg: singular 
Subj: Subjunctive 
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